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環境経営方針 
 

 

企業理念 

 
株式会社 湯浅土建は、地域との共生を図り、社会インフラとしての土木工作物の提供を通じ、環境負

荷の低減のため、社員一同、一丸となり自主的・積極的に環境に配慮した循環型社会の構築に貢献するこ

とを目指しています。 

 

 

方 針 

 

 株式会社 湯浅土建は事業活動が与える環境負荷を低減するために、次の方針に基づき、環境経営活動

を推進して地球環境との調和を目指します。 

 
１．事業活動に関わる環境関連の法令、徳島県条例、阿南市条例、その他を遵守します。 

 
 ２．以下の項目を環境管理重点テーマとして取り組みます。 

 

①電力及び燃料の使用量を最小限とする 

 
②水の使用量の節約に努める 

 
③廃棄物の削減及びリサイクルの推進 

 
④事務用紙使用量を削減するように努める 

 
⑤事務所周辺の清掃等社会貢献 

 

⑥グリーン購入の推進 

 

⑦環境配慮した作業の取組み 

 

⑧ICT化による設計、工事の効率的運用 

 

 
４．一人ひとりが環境負荷低減活動を積極的に実践できるよう、この環境方針を全従業員に周知する

とともに、環境経営レポート等で社外へも公表します。 

 
上記の方針達成のために、目標を設定し、定期的に見直し、環境経営の継続的な改善を推進します。 

 

                       制定日 平成21年8月25日 

                       改定日 令和 1年9月10日 

 

                         株式会社 湯浅土建 

代表取締役   湯浅 雅史 
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□事業所の概要 

（1） 事業者名及び代表者名 

株 式 会 社 湯 浅 土 建 

代表取締役  湯 浅 雅 史 

 

（2） 所在地 

本社・・・・・・・・・ 〒771-5170 徳島県阿南市楠根町津越 162番地 

            TEL.（0884）25-0118 

            FAX.（0884）35-1008  

 

現場事務所・・・・・・ 〒771-5172 徳島県阿南市吉井町皇神 39-1 

            TEL.（0884）21-5907 

            FAX.（0884）21-5908  

 

倉庫・資機材置場・・・ 〒779-1109 徳島県阿南市羽ノ浦町古毛萱原 8-1 

  

（3） 環境保全関係の責任者及び担当者連絡先  

環境管理責任者（営業部長）： 湯浅 和嘉 

環境事務局（営業部）   ： 藤坂 由佳   

 

（4） 事業内容 

土木工事業 

 

（5） 特定建設業の許可 

許可番号 徳島県知事許可（特－２９）第１２２号 

建設業の種類 土木工事業 とび・土工工事業 石工事業・鋼構造物工事業 

       舗装工事業 しゅんせつ工事業 塗装工事業 水道施設工事業 

 

（6） 事業の規模 

完成工事高   ６．０１億円 （令和 3年 9月～令和 4年 8月） 

従業員     １４名 

 

（7） 認証登録の範囲 

対象事業所：株式会社 湯浅土建本社、現場事務所、倉庫・資機材置場 

事業活動 ：建設業（土木工事業 とび・土工工事業 石工事業・鋼構造物工事業 

     舗装工事業 しゅんせつ工事業 塗装工事業 水道施設工事業） 

      

（8） 対象期間：令和３年９月～令和４年８月 

レポート発行日：令和４年１１月 １日 
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株式会社 湯浅土建 環境経営システム組織図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 役割・責任・権限 

代締役 ・環境経営に関する統括責任 
・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間
能技術者を用意 

・環境管理責任者を任命 
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 
・環境目標の設定を承認 
・代表者による全体の評価と見直しを実施 

環境管理責任者 ・環境経営システムを構築し、実施し、管理 
・法規制等の要求事項登録簿を承認 
・環境活動実施計画書を承認 
・環境活動の取組結果を代表者へ報告 

環境事務局 ・環境管理責任者、ＥＡ２１推進会議の事務局 
・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実
施 

・「環境関連法規等チェックリスト」の作成 
・環境目標・環境活動実施計画書原案の作成 
・環境活動実施計画の実績集計 
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

土木部・営業部・ 
 

・自部門における環境経営システムの実施 
・自部門における環境方針の周知 
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施 
・自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の
報告 

・特定された項目の手順書作成及び運用管理 
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・
訓練・記録 

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置 

全従業員 ・環境方針を理解と環境への取組の重要性を自覚 
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

代表取締役  
湯浅 雅史 

 

環境管理責任者   
 営業部長 湯浅 和嘉 
 
 

環境事務局       
 営業部 藤坂 由佳 
 

土
木
部 

営
業
部 

倉
庫
・ 

資
機
材
置
場 



＊　基準年度は平成30年度としている。

□環境経営目標とその実績（令和3年9月～令和4年8月）

　⑧リサイクルの推進

　⑨アドプト活動の推進

＊　電力の排出係数　0.550を使用する。
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令和3年度
目　　標

3（件）

8(品目)

　③軽油(ℓ/年)
2,396 2,389

　二酸化炭素排出量
    (kg-CO)2

　①電力使用量(kwh/年)

　⑤-2　産業廃棄物
　　再資源化率(％/年)

　⑤-1　一般廃棄物（トン/年)

43,525

41,441

3,735

2,396

実　績

94.8

0.68

98.0

　④水道(m3/年)

　⑤-1　一般廃棄物（トン/年)

759

0.68

　⑩ICT化の活用

100.0

項 目

100%

　⑥グリーン購入の推進

100%7（件） 7（件）

100.0 100.0 100.0 100.0

達成率

　⑧リサイクルの推進 3（件） 3（件）

　⑦環境配慮作業方法の提案 5（件）

3（件）

　⑤-2　産業廃棄物
　　再資源化率(％/年)

　⑥グリーン購入の推進

　⑨アドプト活動の推進 7(件) 7(件)

　②ガソリン(ℓ/年)

　③軽油(ℓ/年)

5（件）

36,073

32,604

1,794

2,990

629

1.01

8(品目)

100%

148.6%

120.7%

127.1%

208.2%

80.1%

120.6%

67.3%

95%

100%

二酸化炭素排出原単位(CO2/売上高) 8.91 6.00

1(件) 3(件） 3(件) 3(件) 3(件)

0.68 0.68 0.68 0.68

8(品目) 8(品目）8(品目） 8(品目） 8(品目）

3(件） 3（件） 3（件）

7(件) 7(件)7(件）

　⑦環境配慮作業方法の提案 5(件) 5（件）5(件） 5（件） 5（件）

3,7013,735 3,724 3,712

2,382 2,370
(▲0.9％) (▲1.2％) (▲1.5％) (▲1.8％)

(▲2.5％) (▲3.0％) (▲3.5％)

(▲1.8％)

(▲3.5％)

　②ガソリン(ℓ/年)

　④水道(m3/年)

3,769

774

(▲0.9％)

759 755 751

(▲1.5％)

(▲2.0％) (▲2.5％) (▲3.0％)

43,081
(▲3.0％) (▲3.5％)

2（件） 2（件）

2,418

二酸化炭素排出原単位(CO2/売上高) 9.09
8.91 8.86 8.82 8.77

(▲2.0％)

(▲2.0％) (▲2.5％)

(▲1.5％) (▲2.0％)
40,81041,441 41,231 41,020

(▲1.2％)

747

100%　⑩ICT化の活用

単年度・中期環境経営目標

□環境経営目標

項 目
基準年度

（平成30年度）

令和6年度令和3年度

(▲2.5％) (▲3.0％)

令和4年度 令和5年度

目　標目　標 目　標 目　標

　二酸化炭素排出量
    (kg-CO)2

　①電力使用量(kwh/年)

44,413

42,072

42,85943,525 43,303



単位kwh

30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度

実績値 42,072 39,097 33,384 32,604

目標値 46,897 41,862 41,651 41,441

単位㎥

水使用量

30年度 令和1年度 令和2年度 28年度

実績値 774 692 623 794

目標値 860 766 762 865
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電気使用量

水使用量
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単位kg-CO2

30年度 令和1年度 令和2年度 令和3年度

実績値 44,413 40,202 35,297 36,073

目標値 44,413 43,968 43,747 43,525
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二酸化炭素排出量
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◎

○

△

×

①電力使用量の削減

・ｴｱｺﾝの温度設定 ・夏場の冷房温度を28℃を目標に設定する。 ◎

事務所：　　　冷房28℃　　暖房20℃ ・冬場の暖房温度を上限20℃に設定する。 ◎

現場事務所：冷房28℃　　暖房20℃ ・休憩時間、不在時の消灯を徹底する。 ◎

・不在、不要時の消灯・日常清掃 ・照明機器、ｸｰﾗｰ、窓等の清掃を最低年2回する。 ◎

②燃料使用量の削減 ・自動車、重機、リフト等のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの徹底を図る。 ◎

・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ運動 ・作業開始前の点検・定期的な特定自主検査の実施。 ◎

・稼働時間のﾛｽを無くす ・現場への乗合せ移動、資材の積合わせ等で時間のﾛｽを無くす。 ◎

③上水使用量の削減 ・節水ｺﾏを取り付けこまめに蛇口を閉める。 ◎

・社内全体で節水を呼びかける。 ・水道配管からの漏水点検を定期的におこなう。 ◎

④廃棄物排出量の削減

・一般廃棄物の削減を図る。 ・ｺﾋﾟｰは最小限にし、社内配付資料を削減する。 ○

・産業廃棄物の削減を図る。 ・廃ﾌﾟﾗ等の再利用を推進し、廃棄物の削減を図る。 ◎

⑤ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進 ・環境に配慮した資材、ｴｺﾏｰｸ記載商品の購入 ○

⑥環境配慮作業方法の提案

・現場における隣接家屋へ環境配慮の実施。 ・現地での事前調査を行い騒音、振動での影響を無くす。 ◎

・騒音、振動、防塵の低滅 ・作業時において定期的に散水し防塵対策をする。 ◎

⑦ﾘｻｲｸﾙの推進 ・古紙のﾘｻｲｸﾙ、ﾐｽｺﾋﾟｰの裏紙使用（ﾐｽｺﾋﾟｰの削減） ◎

・使用済資材の再利用、発生木材の一般提供。 ○

⑨その他

・ｱﾄﾞﾌﾟﾄ活動の実施 ・社内の5S活動を推進する。 ○

・災害活動計画、訓練の実施 ・会社周辺を定期に清掃し、美化活動を推進する。 ○

・BCP認定の継続、定期的に災害訓練を実施する。 ◎

⑩ICT化の活用 ・起工測量の3D化、建設機械のICT工法の採用 ◎ 今後も設計の3D、ICT建設機械の導入を推進する。

□今期の取組評価と次年度の取組内容

朝礼時に周知されており、各自が常に意識しており守られている。

ｱﾄﾞﾌﾟﾄ活動は徹底できており、現場事務所周辺の清掃も実施している。

定期的に訓練できており、災害計画の認定が継続できている。

　電力使用量はエアコンの温度設定に気をつけて、節電でき、不在時の消灯等にも気をつけていたので、目標よりも節電できた。燃料は、築堤・護岸工事の受注による建設機械
稼働量が増え軽油使用量削減が目標未達成となった。一般廃棄物は書類作成業務が増加し目標未達成、分別と再資源化を徹底する。水道使用量は目標達成出来ている。ICT
化の活用は築堤工事2現場で実施できた。
・次年度の取り組みは、今年度同様な取り組みを継続して行い、ゴミの分別、現場の環境配慮、リサイクルの推進、アドプト、災害訓練の実施とＩＣＴ機械化による省力化、省エネ
化、施工管理の簡素化の取り組みを推進する。                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

資材の再利用は、発注者の承認が必要、一般提供は実施できている。

事務所、現場共に各自が着用する衣服に工夫できており、削減に協力的であった。

普段から節水を心がけている。

点検したが漏水はしていなかった。

分別と再資源化の適正処理を行う。

休憩時間及び不在時間の消灯は各自意識しているため守られていた。

全員参加での清掃以外にも日々清掃ができており協力的であった。

日々の作業開始前、月1回の安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ等、教育の場で周知されており守られている。

作業開始前の点検、特定自主検査の実施は徹底している。

購入時の際にはｴｺﾏｰｸ記載商品であるか確認している。

事前調査、説明会を開催し隣接家屋への配慮は成されており、苦情も無かった。

使用機械・重機につて低騒音、低振動の機械を使用し、定期的に散水できている。

ミスコピーの裏紙使用は徹底している。

PCでの保存、資料の共有など工夫しており印刷の削減が成されている。

現場移動では、作業員・使用資材共に計画的にできており時間のﾛｽは減少している。

評価重点ﾃｰﾏ 具体的項目
年間
状況

まだ不十分である

できていない

熱中症に配慮して、エアコンの温度設定をした。

主要な環境活動計画の内容　取組結果の評価 十分できている

ほぼできている( R 3 . 9 ～　Ｒ 4 . 8 )



□ 境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 
 法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 

 

適用される法規制 適用される主な内容   評 価 

環境基本法 環境への低滅に資し、再資源等を利用

する。 

   適 

 

廃棄物処理法 委託契約の締結、許可証の確認。 

廃棄物の分別搬出。 

   適 

建設リサイクル法 

 

分別解体、再資源化の促進。    適 

オフロ－ド法 

 

基準適合機械の使用、点検整備の実施。 

適正燃料の使用。 

   適  

浄化槽法 浄化槽の保守点検及び定期検査    適 

騒音規制法 

 

地域指定場所における特定建設作業に

於いては着工 7日までに知事に届出。 

   適 

振動規制法 県知事が地域指定場所に於いての解体

作業は着工 7日までに知事に届出。 

   適 

徳島県生活環境保全条例 

 

生活環境負荷の低滅を図るための措

置、環境保全対策の施策推進。 

   適 

阿南市環境基本条例 環境負荷の少ない持続的開発と発展可

能な施策を総合的に推進し、良好な環

境を確保する。 

   適 

フロン排出抑制法 機器及びフロン類の適切な管理。簡易

点検の実施 

設置、使用、廃棄等に関する義務の適切

な実施 

   適 

 

 

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。 

また、過去３年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。 

 

 

 

 

□代表者による全体評価と見直しの結果。 

 

・今年度は、大型の築堤・護岸工事の受注があり、建設機械、ダンプトラックの稼働増加により軽油使用量

が増え目標が未達成となったが、二酸化炭素排出量と原単位は大きく目標を達成できている。ロスのない

効率的な使用はできていると思われる。 

また、従業員は環境への取組を理解認識し、概ね取り組んでいた。次年度も同様に環境に配慮した提案、

ICT 化工法等の新技術の活用、グリーン購入、リサイクルに取組み、環境に配慮した工事を進めてもらい

たい。 
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